
内
容
に
つ
い
て
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
み
を
扱
っ
て

い
る
大
学
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
扱
っ
て
い
る
大
学
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
を
扱
っ
て
い
る
大
学
と
あ
り
、
こ
れ
ら
を
同
じ

委
員
会
で
処
理
し
て
い
る
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
別
の
委
員
会
で
処
理
す

る
大
学
が
あ
る
。
相
談
室
の
場
所
は
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
中
に

あ
る
大
学
、
別
に
設
け
て
い
る
大
学
が
あ
る
。
相
談
員
に
つ
い
て
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
専
門
の
相
談
員
を
設
け
て
い
る
大
学
、
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
員
を
兼
ね
て
い
る
大
学
、
各
学
部
か
ら
相
談
員

が
選
出
さ
れ
て
い
る
大
学
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で

異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
絶
滅
を
願
う
気
持
ち

は
ど
の
大
学
の
関
係
者
に
も
共
通
し
て
い
る
。

二
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義

キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
と
し
て
、
文

部
省
の
規
定
で
は
、
相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
性
的
言
動
（
性
的
な
関

心
や
欲
求
に
基
づ
く
言
動
を
い
う
。
性
別
に
よ
り
役
割
分
担
を
す
べ

き
と
す
る
意
識
に
基
づ
く
言
動
も
含
み
、
職
場
の
内
外
を
問
わ
な
い
）

と
広
い
範
囲
で
捉
え
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
含

ま
れ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
、

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
職
員
の
就
労
上
、
ま
た
は
学

生
な
ど
の
就
学
上
の
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
」
（
環
境
型
、
h
o
stile

en
v
iro
n
m
en
t）
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
に
起
因

し
て
職
員
が
就
労
上
の
又
は
、
学
生
等
が
就
学
上
の
不
利
益
を
受
け

る
こ
と
」（
対
価
型
、
q
u
id
p
ro
q
u
o
）
と
明
記
し
て
い
る
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
は
規
則
や
通
知
等
で
規
定

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
習
、
研
究
、
就
労
を

（
特
に
権
力
を
利
用
し
た
形
で
）
妨
げ
る
行
為
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
同
様
、
重
要
な
人
権
侵
害
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

研
究
意
欲
を
そ
ぐ
（
研
究
阻
害
型
）
、
研
究
成
果
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

流
用
、
盗
用
す
る
（
研
究
搾
取
型
）
、
相
手
に
身
体
的
、
精
神
的
苦

痛
を
与
え
る
（
権
力
乱
用
型
）
な
ど
が
あ
る
。

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
フ
ラ
ン
ス
人
精
神
科
医
イ
ル
ゴ
イ
エ
ン

ヌ
氏
の
「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人
も
会
社
も
だ
め
に
す
る
」

（
１
）

と

い
う
翻
訳
本
が
日
本
で
も
出
版
さ
れ
、
「
職
場
の
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
、
不
当
な
行
為
を
繰
り
返
し
て
勤
労
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、

心
身
に
損
傷
を
与
え
て
そ
の
人
の
雇
用
を
危
険
に
さ
ら
す
。
そ
う
し

た
こ
と
を
通
じ
て
職
場
全
体
の
雰
囲
気
を
悪
化
さ
せ
る
」
と
い
う
定

義
が
紹
介
さ
れ
た
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
す
べ
て
を
包
括
し
て
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
定
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一
は
じ
め
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
各
大
学
で
本
格
的
に
取
り

組
ま
れ
て
か
ら
既
に
七
年
以
上
経
過
し
た
が
、
様
々
な
事
例
の
対
処

を
行
う
中
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
も
な
さ
れ
た
大
学
が
多
い
と

聞
く
。
一
九
九
九
年
四
月
に
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
に

な
り
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め

の
事
業
主
の
配
慮
義
務
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
対
す
る
人

事
院
規
則
の

制
定
を
受
け
て
、

「
文
部
省
に

お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
等
に
関

す
る
規
定
お
よ
び
運
用
の
通
知
」
が
提
出
さ
れ
た
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
は
、
職
員
の
職
務
能
率
向
上
に
重
点
が

置
か
れ
て
は
じ
ま
っ
た
が
、
各
大
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
教
育
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
側
で
あ
る
学
生
の
人
権
保
護
を
明
確
に
し
、
ま
た
、

そ
の
対
応
で
は
当
該
学
部
の
自
治
に
任
せ
る
こ
と
を
せ
ず
、
真
に
被

害
者
が
救
済
さ
れ
る
道
を
目
指
し
て
き
た
と
思
う
。

特
に
最
近
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
、
大
学
構
成
員
の
人
権
を
尊
重
す
る
視

点
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
一
般
を
扱
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

相
談
組
織
は
、
学
内
の
み
の
タ
イ
プ
、
外
部
に
完
全
委
託
の
タ
イ

プ
、
学
内
組
織
と
外
部
委
託
の
併
用
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ま
た
、
扱
う
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ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

相
談

内
田

千
代
子

（
茨
城
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医
）

●
論
文

●



ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
則
お
よ
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定

の
必
要
性
を
認
知
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
た
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
も
明
確
に
し
た
。
そ
の
後
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
、
訴
え
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
２
）

そ
れ
と
と
も

に
、
残
念
な
が
ら
二
次
被
害
を
受
け
て
苦
し
む
人
も
存
在
す
る
。
二

次
被
害
を
恐
れ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
を
や
め
る
場
合
も
稀
で
は
な

い
。
大
学
構
成
員
全
体
の
意
識
の
向
上
が
望
ま
れ
る
。

茨
城
大
学
で
の
実
態
調
査

茨
城
大
学
で
は
、
学
生
に
対
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
調
査
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
五
月
に
一
六
六
八
名
の
女
子
学
生

が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
て
い
る
が
、

（
３
）

約
二
〇
％
以
上
が
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
を
受
け
た
と
回
答
し
て
い
る
。

「
言
葉
や
視
線
」
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
次
に
「
み
だ
り
に
体

に
触
れ
ら
れ
た
」
が
多
い
。
加
害
者
は
、
立
場
が
上
の
場
合
が
多
く
、

「
精
神
的
に
落
ち
込
ん
だ
」
学
生
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
い
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
を
受
け
た
場
合
、
「
友
人
に

相
談
」
し
た
も
の
が
五
〇
％
で
、
親
や
教
師
に
相
談
し
た
り
、
直
接

抗
議
し
た
り
す
る
例
よ
り
も
優
位
に
多
か
っ
た
。
被
害
を
受
け
て
も
、

な
か
な
か
抗
議
や
、
訴
え
出
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
及
び
委
員
会
で
扱
っ
て
い
る
の
は
、
氷

山
の
一
角
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調

査
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

四
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
か
ら

筆
者
は
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
春
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
東
海

岸
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
Y
a
le大
学
お
よ
び
関
係
病
院
で
臨

床
精
神
医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
頃
、
大
学
の
図
書
館
や
病
院
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、

�セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い

�と

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
見
て
大
変
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
医

学
部
女
性
事
務
局
の
チ
ラ
シ
が
現
在
で
も
手
元
に
残
っ
て
い
る
。

「
誰
か
に
言
お
う
。
ノ
ー
と
言
お
う
」

（
４
）

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
sex

d
iscrim

in
a
tio
n
性
差
別
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
医
学
部
規

則
で
も
Y
a
le大
学
規
則
で
も
、
州
と
国
の
法
律
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。」

「
sex
ism
、
sex
d
iscrim

in
a
tio
n
、
sex
u
a
l
h
a
ra
ssm
en
tは
全
て

禁
止
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
を
明
確
に
区
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。」

ま
た
こ
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
は
、
人
種
、
性
別
、
国
籍
、
レ
ズ
、
ゲ
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義
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
は
明
確
に
区
別
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
文
中
に
お
い
て
も
、

各
用
語
の
使
用
に
、
重
複
・
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

三
茨
城
大
学
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

本
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
の
筆
者
は
、
一
九
九
九
年
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
時
か
ら
関
与
し
て
い
る
。
対
策
委
員
会
、
相
談

員
、
講
習
会
、
被
害
者
の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
、
加
害
者
の
教
育
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
発
生
し
た

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト

に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
を
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
員
や
学
生
相
談
室
の
職
員
が

う
け
る
こ
と
に
は
議
論
が
あ
る
。
「
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
や
学
生
相

談
室
は
、
本
人
の
悩
み
の
相
談
で
あ
り
、
本
人
の
成
長
を
助
け
る
こ

と
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
目
的
で
あ
る
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
は
、
加
害
者
が
存
在
し
て
被
害
を
受
け
た
人
が
訴
え
る
も

の
で
あ
る
。
相
談
と
い
う
こ
と
で
括
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。」

と
い
う
の
が
一
つ
の
問
題
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
加
害
者
の
悩
み
相
談
、
更
正
指
導
に
向
け
て
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
も
担
当
す
べ
き
立
場
に
あ
り
、
訴
え
に
対
し
て
は
中
立
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。
私
も
こ
の
よ
う
な
意
見
に
は

原
則
的
に
賛
成
で
あ
る
。
欧
米
の
大
学
や
、
日
本
で
も
こ
の
面
で
の

対
策
が
進
ん
で
い
る
大
学
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
専
門
の
窓
口
お
よ

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
、
草
創
期
で
、
こ
れ
ま
で
学
内
に
専
門
家
も
少

な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
原
則
を
や
や
崩
し
て
か
か
わ
っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
例
は
、
や
は
り
、
教
員
か
ら
学
生
、
と
い
う

ケ
ー
ス
が
一
番
多
い
が
、
職
員
か
ら
学
生
、
教
員
か
ら
教
員
、
学
生

間
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
の
中
で
生
じ
て
い
る
。
学
生
か
ら
教
員

の
場
合
も
あ
る
。
（
ま
た
、
環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

も
あ
る
。）

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
要
素
が
か
ら
ん
で
い
た
。
中
に
は
、
純
粋
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
規
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
、
対
処

が
困
難
で
曖
昧
と
な
り
、
被
害
者
か
ら
不
満
の
声
が
出
た
事
例
も
あ
っ

た
。セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
、
対
策
委
員
会
で
は
、
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学
お
よ
び
医
療
現
場
に
お
け
る
対
策
を
め
ぐ
っ
て
」 （
６
））
で
、
欧
米
の

論
文
を
参
考
に
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
心
身
へ
の

影
響
に
つ
い
て
書
い
た
。
そ
れ
を
引
用
し
な
が
ら
こ
こ
で
述
べ
た
い
。

（
一
）
心
身
へ
の
影
響
―
身
体
症
状
と
し
て
、
腹
部
の
痛
み
、
吐
気
、

下
痢
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
生
理
不
順
、
だ
る
さ
な
ど
を

生
じ
や
す
い
。
精
神
症
状
と
し
て
、
鬱
、
不
安
、
解
離
症
状
等
が
た

び
た
び
認
め
ら
れ
る
。

レ
ビ
ュ
ー
に

（
７
）

よ
る
と
、
法
的
手
段
に
訴
え
た
の
は
一
～
七
％
の
被

害
者
と
少
な
い
。
特
に
女
性
は
、
男
性
に
比
べ
て
権
利
意
識
や
正
義

感
で
行
動
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
怒
り
を

感
じ
る
こ
と
に
葛
藤
を
抱
き
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

九
〇
％
以
上
の
被
害
者
に
精
神
的
症
状
（
怒
り
、
恐
怖
感
、
抑
鬱
気

分
、
不
安
、
焦
燥
感
、
自
尊
心
喪
失
、
屈
辱
感
、
孤
独
感
、
無
力
感
、

感
情
不
安
定
）、
お
よ
び
身
体
的
症
状（
頭
痛
、
食
欲
不
振
、
体
重
滅

少
、
不
眠
、
呼
吸
器
感
染
、
尿
路
感
染
等
)が
出
現
し
て
い
る
と
い

う
。
精
神
症
状
は
、
最
初
は
自
己
懐
疑
と
混
乱
が
生
じ
、
徐
々
に
怒

り
が
出
現
す
る
と
い
う
よ
う
に
段
階
に
応
じ
て
症
状
が
変
化
し
て
い

く
と
い
う
報
告
が
あ
る
一
方
、
そ
れ
は
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
己
懐
疑
が
中
心
的
な
症
状
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
単
に
肉
体
的
に
強
制
さ
れ
た
場
合
よ
り
も
就
学
上
の
条
件
等

の
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
ら
れ
た
場
合
の
方
が
、
自
己
懐
疑

は
よ
り
強
く
な
り
、
適
応
障
害
も
起
こ
し
や
す
い
と
い
う
。
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
仕
事
や
学
問
上
の
地
位
、
業
績
、
生
活
の

糧
な
ど
多
大
な
喪
失
を
経
験
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
非
常
に
強
い
ス

ト
レ
ス
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
女
性
が
被
害
者
の
場
合
、

先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
怒
り
の
感
情
は
女
性
性
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
高

め
、
さ
ら
に
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
加
え
て

被
害
者
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
偏
見
を

内
在
化
さ
せ
や
す
く
な
る
と
も
い
う
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
呈
す
る
こ
と
も

ま
れ
で
は
な
い
。
行
動
面
へ
も
影
響
し
、
社
会
生
活
が
障
害
さ
れ
孤

立
し
や
す
い
。

（
二
）
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

過
酷
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
反
応
と
し
て
生
じ
る
精
神
的
な
障
害

で
あ
る
。
外
傷
事
件
を
生
々
し
く
再
体
験
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

や
、
悪
夢
の
出
現
。
感
覚
鈍
磨
と
回
避
反
応
が
認
め
ら
れ
、
外
界
へ

の
反
応
性
の
低
下
や
関
連
し
た
刺
激
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、

過
覚
醒
と
な
り
、
睡
眠
障
害
、
過
剰
な
警
戒
心
、
刺
激
性
の
高
ま
り

に
よ
る
い
ら
い
ら
、
驚
き
反
応
等
が
み
ら
れ
る
。

（
三
）
被
害
者
に
な
り
や
す
さ

欧
米
の
研
究
で
は
、
一
度
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
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イ
な
ど
の
差
別
を
な
く
す
チ
ラ
シ
と
と
も
に
置
か
れ
て
い
た
。

（
５
）

個
人

の
人
権
を
守
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

た
。
性
差
別
や
最
近
定
着
し
た
言
葉
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
デ
ィ
ス
ク

リ
ミ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
廃
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
は
で
き
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
定

の
み
の
対
策
で
は
当
初
か
ら
限
界
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
も
人
権
侵
害
と
し
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
を
日
本
の
大
学

で
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

五
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
の
注
意
す
べ
き
こ
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
（
特
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
）

の
際
に

注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
（
一
）
被
害
者

相
談
で
あ
る
こ

と
の
認
識
―
一
般
的
な
学
生
相
談
は
、
進
学
、
勉
学
上
の
悩
み
や
、

仲
間
を
作
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
を
聞
き
、
自
主
的
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
援
助
す
る
。
そ
れ
で
は
な
く
、
加
害
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
被

害
者
の
訴
え
相
談
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
大
切
で
あ
る
。
怒
り
と
痛

み
の

受
容
が

鍵
と
な
る
。
（

二
）

相
談

員
自
身
の
意
識

改
革
―

人
権

侵
害
と
し
て
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
十
分
認
識
し
、
人

格
を
尊
重
す
る
環
境
を
作
る
こ
と
、
男
女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
の
理
解
を
す
る
こ
と
、
固
定
的
役
割
分
担
意
識
を
捨
て
る

こ
と
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
な
い
と
い
う
強
い

意
志
を

持
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
（

三
）

相
談
の

受
け
方
―

秘
密

厳
守
、
迅
速
な
対
応
、
及
び
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
て
理
解
し
よ

う
と
す
る
、
受
容
と
共
感
の
態
度
が
重
要
で
あ
る
。
安
心
感
を
与
え
、

評
価
、

批
判
、

断
定
を
し
な
い
こ
と
、
「

・
・

・
な

ん
で
す

ね
」
と

い
う
よ
う
に
相
手
の
話
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
内
容
に
つ
い
て
要

約
し
た
り
、
相
談
の
終
わ
り
に
相
手
を
支
持
す
る
言
葉
を
か
け
た
り

し
て
、
心
の
緊
張
を
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
答
え
が
限
定
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
な

閉
ざ
さ
れ
た

質
問
で
な
く
、
「
そ
の

時
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
し
た
か
」
と
い
う
よ
う
な
、
感
情
や
考
え
を
表
現
で
き
る
開

か
れ
た
質
問
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
相
談
に
よ
る
二
次
被
害

は
絶
対
に

避
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
（

四
）

時
間
、
場

所
の

枠
設
定
―

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
や
り
方
は
実
り
多
い

結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
。

六
被
害
者
の
受
け
る
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ

筆
者
は
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
精
神

科
医
療
―
大
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る
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
「
嫌
な
時
は
、
嫌
だ
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

S
a
y
N
o
!」
と
い
う
呼
び
か
け
を
た
び
た
び
耳
に
し
た
。
小
学
校

教
育
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
児
童
虐
待
の
多
い
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は

の
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
も
児
童
虐
待
の
実

態
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
い
じ
め
自
殺
の
悲
劇
は
消
え
る
こ
と
が
な

い
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
問
題
も
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
。
過
労
自
殺
の
記
事
も
新
聞
を
賑
わ
せ
る
。
嫌
な
こ
と

は
嫌
だ
と
い
う
権
利
、
嫌
な
こ
と
を
人
に
さ
れ
な
い
権
利
が
誰
に
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
個
人
の
人
格
を
尊

重
さ
れ
る
権
利
、
人
権
意
識
が
低
い
杜
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

八
二
次
被
害

先
述
の
論
文
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
精
神
科
医
療
―

大
学
お
よ
び
医
療
現
場
に
お
け
る
対
策
を
め
ぐ
っ
て
」 （
６
））
を
引
用
す

る
と
、
訴
え
出
た
人
の
三
三
％
は
事
態
が
悪
化
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

不
適
切
な
対
応
は
、
不
信
感
を
強
め
、
い
わ
ゆ
る
二
次
被
害
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

さ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
関
与
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
相
談
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
へ
の
訴
え
を
最
初
か
ら
希
望
す
る
被
害

者
は
む
し
ろ
少
な
い
。
「
正
式
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
や
苦

情
相
談
の
よ
う
に
事
を
大
き
く
し
な
い
で
加
害
を
や
め
て
ほ
し
い
」

と
望
む
。

職
員
の
場
合
は
、
ラ
イ
ン
の
上
長
か
ら
注
意
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
る
。
上
司
が
異
変
に
気
づ
い
て
被
害
者
を
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
に
促
し
、
加
害
者
の
異
動
等
で
対
処
し
て
と
り
あ
え
ず
う
ま
く
い
っ

た
事
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
。
上
に
対
し
て
は
愛

想
が
よ
く
、
下
を
い
じ
め
る
タ
イ
プ
の
人
の
問
題
点
を
上
長
は
つ
か

み
に
く
い
。
ま
た
、
労
務
、
人
事
担
当
者
が
、
相
談
内
容
を
告
げ
る

だ
け
で
も
「
よ
そ
の
部
署
の
こ
と
に
口
を
出
す
な
」
と
い
わ
れ
た
と

い
う
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
勇
気
を
も
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
を

行
っ
た
被
害
者
に
対
し
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
な
ど
し
な
い
で
、

自
分
に
相
談
す
れ
ば
な
ん
と
か
し
て
や
っ
た
の
に
」
と
、
上
長
に
し

か
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
二
次
被
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
そ
う
し

た
現
状
を
知
る
た
め
に
、
周
り
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
訴
え
る
こ

と
を
す
す
め
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
２
）（

�）

相
談
員
の
不
適
切
な
言
葉
の
問
題
―
相
談
員
か
ら
「
卒
業
ま
で
が

ま
ん
し
な
さ
い
」「
謝
っ
て
し
ま
え
ば
収
ま
る
の
で
は
な
い
か
」「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
申
し
立
て
る
と
時
間
が
か
か
る
か
ら
や
め
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
。
本
当
に
や
る
気
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
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た
女
性
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
や
す
い
と
い
う
。

被
害
者
に
な
り
や
す
い
心
理
社
会
的
背
景
へ
の
注
目
は
、
そ
れ
こ
そ

が
差
別
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
も
の
の
、
児
童
虐
待
と
の
関
連

で
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
慢
性
的
な
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
様
症
状
が
持
続
し
、
再

被
害
を
受
け
や
す
い
脆
弱
性
が
作
ら
れ
る （
８
）と
い
う
説
や
、
境
界
性
人

格
障
害
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
る
。
被
害
の
反
復
強
迫
と

し
て
の
捉
え
方
に
よ
る
報
告
も
あ
る
。

（
９
）

カ
ナ
ダ
の
医
学
生
の
調
査
か

ら
は
、
医
学
部
に
入
る
前
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害

に
あ
っ
た
女
性
は
、
医
学
部
に
入
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
経
験
の
な
い

人
に
比
べ
て
よ
り
多
く
被
害
を
受
け
て
い
る
と
、
一
九
九
四
年
に
報

告
さ
れ
て
い
る
。

（

�）

ま
た
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
性
被
害
あ
る
い
は
肉

体
的
暴
行
を
受
け
た
女
子
学
生
は
、
子
供
の
頃
、
性
的
・
肉
体
的
両

方
の
虐
待
を
受
け
た
人
達
の
グ
ル
ー
プ
に
多
く
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
出
現

も
そ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

（

�）

小
・
中
・
高
の
い
じ
め
ら
れ
経
験
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
呈
す
る
大

学
生
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら

も
い
じ
め
ら
れ
て

辛
い
思
い
を
す
る
と
訴
え
る

傾
向
は
認
め
ら
れ

る
。

七
被
害
者
の
サ
ポ
ー
ト
対
策

権
威
や
上
下
関
係
を
利
用
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
行
う
人
間

（
ほ
と
ん
ど
が

男
性
）
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
よ
う
な
人
間
に
自
覚
さ
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
被
害
者
が
嫌
な
こ
と
を

嫌
と
言
え
な
い
こ
と
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
要

因
に
も
な
る
。
被
害
者
相
談
に
関
わ
る
者
と
し
て
は
、
そ
の
被
害
を

十
分
に
理
解
し
、
支
え
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
な
か
で
、
被
害
者

が
被
害
を
受
け
に
く
く
な
る
よ
う
に
援
助
す
る
必
要
が
あ
る
。
被
害

者
に
要
因
が
あ
る
か
ら
と
責
め
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
被
害
者
が
嫌
な
こ
と
を
嫌
で
あ
る
と
き
ち
ん
と
主
張
で
き

る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
自
己
主
張
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
も

有
用
で
あ
る
。
広
い
意
味
で
、
自
分
自
身
の
認
知
や
行
動
パ
タ
ー
ン

の
歪
み
や
癖
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
を
変
え
よ
う
と
す
る
認
知
行
動
療

法
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、「

差
別
は
い
け
な
い
」「

差
別
さ

れ
な
い
権
利
が
あ
る
」「

差
別
さ
れ
た
ら
抗
議
し
て
よ
い
」「
不
愉
快

な
気
分
に
さ
れ
た
時
に
文
句
を
言
う
権
利
が
あ
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
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ト
と
認
定
で
き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
内
部
で
調
査
判
定
及

び
認
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
大
学
の
自
治
と

い
う
名
目
で
、
安
易
に
学
内
の
問
題
を
外
部
に
持
ち
出
す
こ
と
が
好

ま
し
く
な
い
と
さ
れ
る
風
潮
も
あ
る
。
学
内
で
、
公
正
な
判
断
が
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
学
外
の
組
織
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
学
部
の
自
治
に
任
せ
る
こ
と
が
、
学
部
の
中
に
問
題
を
隠
蔽
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
学
部
組
織
を
越
え
た
全
学
対
策
委
員
会
が
作

ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
弱
者
救
済
・
被
害
者
救
済
を
目
的
に
し
て
作

ら
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
が
、
学
内
の
権
力
者
に
有
利
に

働
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
意
味
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
加
害
者
が
異
動
の
場
合

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
、
加
害
者
と
さ
れ
る
人

が
本
人
の
意
思
で
他
大
学
へ
異
動
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
と
き
に
「
他
大
学
へ
異
動
す
る
か
ら
、
本
学
と
は
関
係
な
く
な
る
」

と
い
う
理
由
で
、
最
終
的
な
処
罰
を
決
め
な
い
、
あ
る
い
は
、
ケ
ー

ス
と
し
て
扱
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
他
大
学
に
異
動
後
同
様
の

問
題
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
異
動
前
に
自
ら
の

行
動
を
反
省
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
処
分
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、

異
動
後
に
、
噂
が
広
ま
っ
て
、
異
動
先
で
の
立
場
が
悪
く
な
り
、
退

職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
例
も
あ
る
と
聞
く
。
加
害
者
と
さ
れ
る

人
の
人
権
も
守
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
処
分
が
決
ま
っ
て
も
開
き
直
る
例

勧
告
等
の
い
わ
ゆ
る
軽
微
な
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
さ

れ
た
場
合
に
多
い
が
、
と
り
あ
え
ず
は
反
省
す
る
と
い
う
一
文
を
書

く
も
の
の
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
程
度
の
こ
と
は
今
後
も
す
る

と
思
う
と
堂
々
と
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
人
も
い
る
と
聞
く
。

一
一
そ
の
他

（
一
）
被
害
学
生
が
不
安
に
か
ら
れ
て
と
る
行
動

被
害
者
と
な
る
学
生
は
教
師
と
の
関
係
が
ま
ず
く
な
る
こ
と
を
恐

れ
て
、
一
度
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
を
し
た
後
に
、
自
分
か
ら
関
係
を

修
復
し
よ
う
と
質
問
に
行
っ
て
近
づ
い
た
り
顔
色
を
伺
っ
た
り
す
る

行
動
に
出
る
こ
と
も
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
き
ち
ん
と
訴
え

る
こ
と
は
、
加
害
者
を
敵
と
す
る
行
動
で
あ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

認
定
さ
れ
敵
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
な
ら
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
非
常
な
悪
条
件
の
中
で
勉
学
や
仕
事
に
励
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
被
害

学
生
の
行
動
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
と
を
言
わ
れ
た
人
も
い
る
。
ま
る
で
、
警
察
か
ら
「
起
訴
に
な
る

と
面
倒
で
す
よ
。
ほ
ん
と
う
に
起
訴
す
る
気
が
あ
る
の
か
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

相
談
員
の
バ
イ
ア
ス
（
偏
見
）
―
明
ら
か
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
の
と
き
に
、
相
談
員
が
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
考
え
を
被
害
者
に

述
べ
た
例
も
あ
る
。
「
帰
国
子
女
は
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
周
り

と
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
適
応
が
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
」

と
あ
た
か
も
被
害
者
側
の
受
け
止
め
方
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
な

言
い
方
を
さ
れ
た
と
い
う
。

特
に
相
談
員
が
年
配
の
男
性
で
あ
る
と
、
長
い
間
培
っ
た
価
値
観

を
変
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
価
値
観
は
変
わ
ら
な
く
と
も
、

せ
め
て
そ
の
よ
う
な
考
え
を
被
害
者
に
の
べ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る

と
い
う
繊
細
さ
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

九
大
学
と
い
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
し
や
す
い
土
壌

大
学
と
い
う
特
殊
な
社
会
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

危
険
性
に
つ
い
て
は
、
上
野
や

（

�）（

�）江
原
ら

（

�）

が
、
フ
ェ
ニ
ミ
ズ
ム
の
観
点

か
ら
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
大
学
で
は
研
究
室
の
上
司
で
あ
る
指
導

教
官
や
教
授
が
、
人
事
権
等
の
権
限
を
大
き
く
も
つ
こ
と
が
多
か
っ

た
。
大
学
研
究
室
は
学
会
と
関
連
し
、
研
究
者
は
そ
の
集
団
に
所
属

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
害
者
が
古
参
で
、
被
害
者
が
新
参

で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
加
害
者
の
要
求
を
拒
否
す
れ
ば
、
被
害
者

に
つ
い
て
の
不
当
な
悪
評
が
流
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
加
害
者
の

影
響
力
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
大
学
を
辞
め
る
だ
け
で
な
く
研

究
者
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
大
学
の
自
治
の
見
地

か
ら
、
他
部
門
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
ロ
を
出
さ
な
い
相
互
不
干
渉
主
義

も
あ
る
。
そ
の
上
、
女
性
の
管
理
職
や
教
員
の
数
は
一
〇
％
以
下
と

少
な
く
、
男
性
優
位
の
社
会
で
あ
る
。
し
か
も
、
最
高
学
府
で
そ
ん

な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
は
な
い
と
の
幻
想
を
持
た
れ
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。
そ
こ
で
被
害
者
が
声
を
上
げ
に
く
く
、
支
援
者
を
得
に
く
い

構
造
体
質
を
大
学
は
も
ち
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
け
で

な
く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
が
非
常
に
起
こ
り
や
す
い
社
会
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
大
学
内
で
対
処
す
る
こ
と
の
限
界

（
一
）
大
学
の
中
で
、
権
力
を
持
つ
人

間
が
加
害
者
と
な
っ
た

時

に
は
、
権
力
者
側
の
様
々
な
圧
力
が
か
か
り
、
単
純
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
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に
は
、
教
職
員
の
研
修
と
と
も
に
学
生
の
研
修
も
重
視
し
、
学
生
側

の
意
識
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
指
導
者
が
一
人
で
な
く

複
数
で
指
導
す
る
体
制
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起

こ
り
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
研
究
室
や

大
学
を
変
更
で
き
る
よ
う
な
教
育
研
究
制
度
の
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ

る
。
大
学
院
生
の
指
導
に
つ
い
て
は
特
に
最
近
、
人
数
も
増
え
学
力

の
低
い
学
生
も
充
足
率
を
あ
げ
る
た
め
に
入
学
さ
せ
て
い
る
現
状
が

あ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
以
前
よ
り
も
起
こ
り
や
す
い
状
況
と
考
え

ら
れ
る
。
教
育
指
導
の
必
要
性
は
増
し
て
い
る
た
め
、
制
度
の
柔
軟

性
と
と
も
に
教
育
へ
の
投
資
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

（
ｂ
）
大
学
の
指
導
体
制
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
変
革
の
必
要
性
で
あ

る
。
（
ｃ
）
会
社
組
織
と
は
違
っ
て
大
学
と
い
う
比
較
的
横
並
び
の

組
織
で
加
害
者
に
対
す
る
教
育
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
特
殊
で
困

難
な
問
題
が
あ
る
。

問
題
は
山
積
し
て
い
る
が
徐
々
に
、
進
歩
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
。
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（
二
）
立
場

あ
る
組
織
に
お
い
て
、
立
場
が
上
の
も
の
が
立
場
の
下
の
も
の
と

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
を
も
つ
場
合
、
そ
の
立
場
を
利
用
し
た
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
り
う
る
と
い
う
自
覚
を
常
に
持
つ
べ

き
で
あ
る
。
「
相
手
が
断
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
は
「
相

手
が
断
れ
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
に
な
る
。

相
手
の
人
格
を
傷
つ
け
人
権
侵
害
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
一
般

的
に
は
立
場
が
上
の
人
か
ら
下
の
人
へ
起
こ
り
や
す
い
が
、
必
ず
し

も
組
織
上
の
上
か
ら
下
に
起
こ
る
と
は
限
ら
な
い
。
学
生
同
士
の
間

で
も
、
起
こ
り
う
る
し
、
ま
た
、
下
か
ら
上
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う

る
。
特
に
、
集
団
で
精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
を
す
る
場
合
に
は
度
々
認

め
ら
れ
る
。

（
三
）
男
子
学
生
か
ら
女
性
教
員
へ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

女
性
教
員
に
付
き
ま
と
う
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
で
、
女
性
教
員
が
苦

労
し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
教
員
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
努
力
を

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
で
教
員
を
苦
し
め
よ
う

が
、
学
生
は
教
育
を
受
け
る
権
利
を
立
て
に
し
て
教
員
と
の
接
触
を

持
と
う
と
す
る
。
教
員
は
、
身
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
我
慢
に
我
慢

を
重
ね
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
〇
年
以
上
前
か
ら
患
者
か
ら
医
者
へ

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

（

�）

こ
の
よ

う
に
弱
い
立
場
の
患
者
や
学
生
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
と
な
り

う
る
。
職
務
上
の
立
場
の
違
い
よ
り
も
男
女
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
違

い
の
ほ
う
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
の
例
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

（
四
）
女
性
か
ら
男
性
へ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

女
性
が
上
司
で
男
性
が
部
下
の
関
係
と
い
う
例
も
あ
り
う
る
。
こ

の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
、
米
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
チ
ラ
シ
な
ど
に
は
女
性
の
上
司
か
ら
受
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
も
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

一
二

最
後
に

昨
年
の
北
関
東
甲
信
越
地
方
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
協
議
会
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
討
論
に
な
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
討
論
の
中
で
、（

ａ
）
予
防
、（
ｂ
）

大
学
の
指
導
体
制
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
変
革
の
必
要
性
、
（
ｃ
）
加

害
者
に
対
す
る
教
育
、
が
特
に
大
き
な
問
題
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ

た
。
（

ａ
）

予
防
は
、
大
学

構
成
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
問

題
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
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（
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